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文献 
番号 年 出所 内容 

5-10-4 1964 
(S39) 

村上省三（日赤輸血研

究所） 「輸血後肝炎の

予防対策-供血者の管

理-」 内科 1964; 14(1); 
65-70 

予献血血液の方が売血よりも肝炎発生率が低いとし、その理由として第

1 に、予献血では肝炎既往歴者を問診によって除くことが可能であるの

に、職業的供血者では肝炎の既往の申告は期待できないため、売血では

このことがほとんど期待できないこと、第 2 の理由として、予献血と売

血者では、種々の肝機能検査値にかなり顕著な差が認められ、肝機能異

常の血液を使用した場合血清肝炎発生率が高いことから、予献血使用群

では肝炎発生率について良い成績が得られていること、第 3 の理由とし

て、職業的売血者の多くは偽名を使用し、住所を偽ったり住所不定であ

ったりするため、検査のため呼び出そうとしても不可能な場合がほとん

どであるため、売血では供血者のフォローアップがほとんど不可能であ

ることを挙げ、売血制度から速やかに予献血に切り替える必要があると

述べる。 
5-10-5 1964 

(S39) 
中尾喜久（東京大学中

尾内科） 「本邦におけ

る血清肝炎の問題点」 
内科 1964; 14(1); 4-5 

血清肝炎の対策面での問題点として、供血体制が営利事業的性格で行わ

れていることを最も強く問題視すべき点として指摘し、規制はあるにし

ても血液を高価に売ろうとし、血液を安価に採集しようとする人間性の

心理的弱点と複雑な社会悪の諸要素とが絡み合って、我が国における供

血事業の一面の暗さを形成しているように思われると記載。 
5-10-6 1967 

(S42) 
吉利和「血清肝炎の予

防に関する研究 総

括」『血清肝炎の予防に

関する研究（昭和 41 年

度 厚生省医療研究班

助成補助金による）』 
1967; p.1 

昭和 40 年 9、10 月の 2 ヶ月間に輸血、輸血漿あるいは血液製剤を使用

した症例について、血清肝炎の発生頻度を全国規模で調査したところ、

供血者の発生頻度は、売血によるもの 38.3%、預血 22.0%、献血 17.0%
であったと報告。 

5-10-7 1979 
(S54) 

P.M.Ness, 
H.A.Perkins. 
Cryoprecipitate as a 
reliable source of 
fibrinogen 
replacement. the 
Journal of American 
Medical Association 
1979;241(16);1690-16
91 

商業的フィブリノゲン製剤の連邦承認取消しの主な理由として肝炎伝播

の高度の危険性があり、この危険性は(1)大規模プールのドナー血漿を用

いること(2)売血ドナーを使用していること(3)B 型肝炎表面抗原を低レ

ベルまで排除するための高感度検査が成功していないこと(4)非 A 非 B
型肝炎を排除することが現在不可能であること(5)フィブリノゲン製剤

が（肝炎ウイルスの不活化のために必要な）60 度の加熱に耐え得ないこ

とにより生じたと記載。 

5-10-8 1983 
(S58) 

吉原なみ子（国立予防

衛生研究所血液製剤

部） 「供血者の選択に

必要な検査」 Medical 
Technology 
1983;11(7);592-601 

国立療養所東京病院の片山の追跡調査を引き、売血が主体であった民間

血液銀行の時代の昭和 38 年ないし昭和 39 年の輸血後肝炎は、50%を超

えていたこと、売血を廃止して献血制度への移行期の昭和 40 年から昭和

42 年には 31%と減少し、昭和 43 年に日赤血液センターの献血の一本化

が完全実施されるに至り、輸血後肝炎は約 16%と減少したことを記載。

5-10-9 1984 
(S59) 

厚生省薬務局生物製剤

課 「血液事業のあゆ

み」「献血の現状」 『血

液事業の現状 昭和59
年度』 1984. p.3-18 

血液銀行が各地に設置された当時の売血者は、おおむね失業者やその日

の仕事にあぶれた日雇い労働者などの一部の限られた階層の人々が多

く、その背景は暗いものがあり、その後、血液を売ることにより安易に

現金を手にできることから、自己の健康をも顧みず売血を常習とするも

のが現れ、頻回採血の弊害が目立ち始めたこと、固定化した売血者から

は、採血基準を無視した過度の採血が行われがちとなり、昭和 34 年ころ

から売血常習者の健康問題としての貧血傾向が目立ち始め、さらに売血

の血液は「黄色い血」と呼ばれ、輸血用血液としての品質低下や輸血後

肝炎の発症などの弊害が増加してきたことを記載。 
5-10-10 1986 

(S61) 
青木繁之（献血供給事

業団） 「血液供給と血

液事業の諸問題」 
Laboratory and 
Clinical Practice 
1986; 4(2); 55-61 

米国の売血所には血液製剤メーカー直営のものと、個人経営あるいはメ

ーカーでない会社のものがあり約半々と思われるが、個人経営の売血所

は、一般の人が立ち寄れない犯罪地域や貧しい人たちの集まる浮浪者の

街にあり、メーカーは、個人経営店と契約していたり、スポット買いを

したりしていると記載。 


